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1 はじめに 
個人向け学習環境は e ラーニングやタブレット等の

普及により極めて多様化している．Youtube や Web サ

イト上において無料で利用できる学習コンテンツも増

加傾向にあり，学習者のライフスタイルに合った学習

環境の選択肢が増えている．しかし学習定着率を示す

ラーニングピラミッドの観点から見ると，最も定着率

が高いとされる「他の人に教える」ことを実現できて

いる学習コンテンツは今のところ存在していない． 

本研究では Web 上の資格学習サイトに注目し，個

人の学習過程における気づきや注意点をサイト上のマ

ーキングや要約メモとして残し，これをリアルタイム

で可視化共有することで，同じサイトで学ぶ他の学習

者の学習意欲を惹起させつつ，学習定着率を向上させ

るシステムを構築する． 

2 関連する事例 

2.1 ラーニングピラミッド 
 ラーニングピラミッド（図 1）は，学習の定着度合

いの観点から学習方法を類型的にモデル化したもので

ある[1]．定着率の高い順に, 「他人に教える」，

「自ら体験する」，「グループ討論」，「デモンスト

レーション」，「視聴覚」，「読書」，「講義」の 7

段階に分類されている．近年アクティブラーニングの

普及とともに，ラーニングピラミッドを引用したシス

テム事例が多くみられる． 

図 1: ラーニングピラミッド 

2.2 動画コンテンツ 
Youtube やニコニコ動画といった動画コンテンツ配

信基盤の普及により，多様な講義動画を無料で閲覧す

ることが可能となった．しかし，一般的な動画コンテ

ンツは一方的な視聴が基本であるため，ラーニングピ

ラミッドにおける「講義」または「視聴覚」のレベル

に留まる． 

2.3 既存の学習 Webサイト 

既存の学習 Web サイト（例えば[2],[3]）では，学

習内容の参考書的な解説だけでなく，簡単な問題を提

示し，誤った解答についてはサイト上に記録して繰り

返し学習が出来る機能を有するサイトも増えている．

しかし，これらはラーニングピラミッドにおける「デ

モンストレーション」のレベルに留まるものである． 

3 資格学習サイトの概要 

学習メモの共有機能を有した学習サイトを構築する

ことで，最も学習効率が高いとされる「他の人に教え

る」ことを可能としたサイトの実現を目指す． 

3.1 学習サイト上での書き込み情報の共有 

 既存の学習サイトでは，学習コンテンツがテキスト

や動画媒体を用いて一方的に展開されることが多く，

学習者がどのように解釈したか，あるいはどのような

ポイントを重要と感じたかという，個々の学習過程に

おける書き込みを記録し，さらにこれを学習サイトの

学習者コミュニティで直ちに共有できる環境が備わっ

ていない．そこで，図 2 に示すように，各学習者（サ

イトユーザ）が解釈した内容をメモ（付箋のイメー

ジ）としてサイト上に貼り付けることを可能とするシ

ステム機能を学習サイトに持たせることを考える[4]． 

図 2: メモ共有機能の動作イメージ 

個々の学習者が理解あるいは解釈した内容を学習メ

モとしてサイト上に残し，これを他の学習者が閲覧可

能とすることによって，メモを残す側が「他の人に教

える」という行為を間接的に実現するとともに，後か

ら学習する人も具体的な例を知ることが可能となり，

学習のポイントとなる部分をどのように解釈したのか

を容易に把握することが出来る． 
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学習サイト上の一つのページに貼り付けられるメモ

の集中度合いに関しては，図 3 に示すように色の濃淡

による可視化を行い，濃い部分に複数のメモが集中し

ていることを学習者に気づきやすく視覚的に伝える．

濃い部分をクリックまたはタップすることで収納され

ているメモの一覧が表示される． 

加えて，リアルタイムで他のユーザがメモを書き込

んでいるように擬似的に可視化するため、jQuery を用

いて濃度毎に描画のタイムラグを生じさせる． 

図 3: コメント集中位置のマーキングによる可視化例 

現段階では実装に至っていないが，SNS でよくみら

れる「いいね」の機能やメモに対するコメント機能を

付与することでメモを残すことに対するモチベーショ

ンの向上を図ることも視野に入れている． 

さらに，学習メモの内容を対象としたあいまい検索

機能の導入についても検討中である．あいまい検索に

よって，表記揺れや誤記等を含む多様な学習メモのテ

キストから，学習者が意図する情報を短時間で見つけ

出すことができ，学習者間の情報共有の一層の促進が

期待される． 

3.2 システムの実装 

現在構築中の資格学習用 Web サイト「資格のいろ

は」(https://www.qualification-

master.work/nissyoboki/3kyu-n/self-study-support-n3)では，

Google 社が提供する FireBase [5]と呼ばれる NoSQL

データベースシステムを用いて学習者ごとの進捗管理

を実現している（図 4）． 

図 4: 学習進捗管理画面 

FireBase では，図 5 に示すように，コレクション⇒

ドキュメント⇒フィールドといったツリー構造でデー

タ管理が実現されている．まずコレクションで学習者

（サイトユーザ）の括りを定義し，ドキュメントにそ

れぞれ id を振られた学習者データを格納する．フィー

ルドには学習サイトの各解説記事 URL を納め，その

URL の中に入れ子構造でコンテンツデータを格納して

いる． 

図 5: FireBaseのデータ構造 

 学習者がサイト上に書き込んだ学習メモのデータベ

ースへの格納方法としては，ユーザが選んだコンテン

ツ内の文字列を SelectionStart 関数及び SelectionEnd 関

数を用いて取得し，当該フィールドの URL 内に学習メ

モの内容とセットで格納する方式で現在実装を進めて

いる．逆に FireBase からメモを取り出す際は collection

メソッドを用い格納された文字列と該当場所を呼び出

し，innnerHTML によってメモの概形を作成し動的に

作成する物とする． 

サイト学習者のブラウザ環境の依存性については，

現状のプロトタイプシステムにおいて，IE，FireFox，

GoogleChrom，Safari のいずれにおいても，Javascript

を有効にしている限り所定の機能が実現可能であるこ

とを確認している． 

3.3 評価方法 

システム実装完了後の評価方法としては，資格学習

用 Web サイト上でアンケートコーナーを設け，実際

のユーザを対象に使用感を 5 段階評価で調査すること

を計画している．学習メモ実装のベースとなる資格学

習用 Web サイトのユーザ数は現在約 1,500 人であり，

学習コンテンツが充実すればさらにサンプル数は増加

すると期待できる．また，サイトにメモを書き込む上

で，初見のユーザに用法をわかりやすく提示するため，

サイトとは別に解説動画を用意する． 

4 まとめ 

Web 上の資格学習サイトに着目し，学習者の定着率

の向上とモチベーション維持に資するため，個々の学

習者が自ら学習した内容をメモとして残し，これを他

者と自由に共有できるシステムを提案し，その実現構

想について述べた．現在，資格学習サイト上で機能実

装を進めており，完成後評価実験を行う予定である． 
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